
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
八
回
） 

「
飛 

鳥 

川
」 

１
）
万
葉
の
ふ
る
さ
と
飛
鳥
を
も
っ
と
も
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
一
つ
に
「
飛

鳥
川
」
が
あ
る
。 

・「
飛
鳥
川
」
は
奈
良
県
中
央
部
に
位
置
す
る
明
日
香
村
の
南
部
に
隣
接
す

る
高
取
町
の
山
奥
に
発
し
て
北
流
し
明
日
香
村
の
中
心
部
を
流
れ
、
大

和
三
山
の
間
を
西
北
に
流
れ
、
藤
原
京
域
を
斜
め
に
横
切
り
、
奈
良
盆
地

の
西
部
に
位
置
す
る
河
合
町
（
北
葛
城
郡

き
た
か
つ
ら
ぎ
ぐ
ん

河
合
町
河
合
）
で
奈
良
県
や
大

阪
府
を
西
流
し
最
後
に
大
阪
市
（
住
之
江
区
）
と
堺
市
の
間
か
ら
大
阪
湾

に
注
ぐ
大
和
川
に
合
流
す
る
延
長
約
２
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
川
で
あ

る
。 

２
）
飛
鳥
川
は
古
く
か
ら
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
「
万
葉
集
」
に
も
２

５
首
あ
り
、
こ
の
う
ち
２
１
首
に
「
明
日
香
」
の
文
字
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。 

３
）
飛
鳥
川
は
上
流
部
は
豊
富
な
水
量
で
中
流
部
は
水
が
少
な
い
涸 か

れ

川 が
わ

の
よ

う
に
な
る
が
、
下
流
部
で
は
再
び
水
量
が
豊
か
に
な
る
。 

 

・
万
葉
集
に
は
飛
鳥
川
の
静
か
な
清
流
と
荒
々
し
い
川
の
様
相
を
詠
っ
た
次

の
歌
が
あ
る
。 



１
） 

今
日
も
か
も 

明
日
香
の
川
の 

夕
さ
ら
ず 

か
は
ず
鳴
く
瀬
の 

さ
や
け
く
あ
る
ら
む 

巻
三―
３
５
６ 

作
者
；
上
古

か
み
の
こ

麻
呂

ま

ろ 

（
解
説
） 

今
日
も
ま
た
、
明
日
香
の
川
の
、
い
つ
も
夕
方
に
な
る
と
、
か
わ
ず
の 

鳴
く
あ
の
瀬
は
、
す
が
す
が
し
く
清
ら
か
に
流
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ 

う
か
。 

こ
の
歌
は
か
わ
ず
の
鳴
き
声
の
聞
こ
え
る
静
か
な
清
流
を
詠
み
こ
ま
れ

て
い
る
。
中
流
部
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。 

２
） 

今
行
き
て 

聞
く
も
の
に
も
が 

明
日
香
川 

春
雨

は
る
さ
め

降
り
て 

激 た
ぎ

つ
瀬
の
音 と

を 

巻
十―

１
８
７
８ 

作
者
不
詳 



（
解
説
） 

今
行
っ
て
聞
き
た
い
も
の
だ
。
春
雨
が
降
っ
て
激
し
く
流
れ
る
明

日
香
川
の
瀬
の
音
を
。 

・
た
と
え
春
雨
と
は
い
え
、
い
っ
た
ん
雨
が
降
れ
ば
激
流
に
な
り
、

川
の
様
相
も
一
変
す
る
程
、
荒
々
し
さ
を
見
せ
る
こ
と
が
詠
み
こ

ま
れ
て
い
る
。
上
流
部
か
或
い
は
下
流
部
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。 

 
  

 

（
参
考
文
献
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
万
葉
集
」・「
万
葉
集
を
知
る
事
典
」・「
明
日
香
村
史
」
等 

 
 

（
写
生
地
）
奥
飛
鳥
の
入
口
「
坂
田
地
区
」
か
ら
棚
田
で
有
名
な
「
稲
渕

地
区
」
の
村
内
を
流
れ
る
飛
鳥
川
を
描
く
。 

（
池
田
杏
花
）  

 

 
 

 

 


